
３
月

日
、
池
田
市
は
「
池
田
市
“
ま
ち
づ
く
り
”
構
想

―
府
立
園
芸
高
等
学
校
及
び
府
立
池
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田
北
高
等
学
校
の
市
へ
の
移
管
に
つ
い
て
」
と
い
う
文
書
を
発
表
し
、
大
阪
府
に
提
案
し
ま
し
た
。

４
月
１
日
に
は
、
朝
日
・
読
売
の
両
新
聞
に
概
要
が
掲
載
さ
れ
、
朝
日
は
、
「
府
立
２
校
譲
渡
へ

大
阪
府

池
田
市
と
大
筋
合
意
」
と
報
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、
４
月
７
日
の
大
阪
府
戦
略
本
部
会
議

で
は
結
論
は
出
ず
、
池
田
市
に
さ
ら
に
詳
し
く
説
明
を
求
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
構
想
」
の
概
要

「
構
想
」
の
概
要
は
次
の
通
り
で
す
。

①

大
阪
府
は
、
園
芸
高
校
と
池
田
北
高
校
を
池
田
市
へ
無
償
で
譲
渡
す
る
。

②

大
阪
府
は
、
両
校
運
営
の
た
め
に
財
政
的
・
技
術
的
支
援
を
行
う
。

③

両
校
を
廃
校
し
、
新
た
に
池
田
市
立
池
田
園
芸
高
校
（
仮
称
）
・
総
合
学
科
を
設
立
す
る
。

④

北
豊
島
キ
ャ
ン
パ
ス
（
園
芸
高
校
跡
地
・

年
オ
ー
プ
ン
）
に
は
、
１
フ
ラ
ワ
ー
フ
ァ
ク
ト
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リ
ー

２
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス

３
食
品
工
学
の
各
コ
ー
ス
を
設
置
す
る
。

⑤

細
川
キ
ャ
ン
パ
ス
（
池
田
北
高
校
跡
地
・

年
オ
ー
プ
ン
）
に
は
、
４
理
数
・
人
文

５
芸

11

術

６
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

７
環
境
緑
化

８
近
郊
農
業
経
営
の
各
コ
ー
ス
を
設
置
す
る
。

⑥

理
数
・
人
文
コ
ー
ス
は
３
ク
ラ
ス
、
他
の
コ
ー
ス
は
１
ク
ラ
ス
と
し
、
１
学
年

ク
ラ
ス
と
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す
る
。

⑦

理
数
・
人
文
コ
ー
ス
は
予
備
校
と
連
携
し
進
学
コ
ー
ス
と
す
る
。

⑧

細
河
地
域
に
は
実
習
場
を
設
置
す
る
。（
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
）

⑨

小
中
高
一
貫
教
育
と
す
る
。

⑩

通
学
区
は
原
則
府
内
全
域
と
す
る
。

⑪

園
芸
高
校
跡
地
の
一
部
を
大
型
店
舗
、
住
宅
に
す
る
。

「
構
想
」
の
問
題
点

そ
も
そ
も
、
府
立
２
校
の
池
田
市
へ
の
移
管
構
想
は
、
生
徒
や
保
護
者
の
要
望
や
住
民
の
要
望
か

ら
発
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
構
想
」
が
描
く
「
池
田
市
立
池
田
園
芸
高
校
」
で
は
、
教
育

条
件
が
大
き
く
低
下
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
ま
た
、「
構
想
」
自
身
に
多
数
の
矛
盾
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
府
高
教
は
園
芸
高
校
と
池
田
北
高
校
の
池
田
市
へ
の
移
管
は
大
阪
の
高
校

教
育
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
で
あ
り
、
行
う
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

府
高
教
は
、
４
月

日
付
け
で
執
行
委
員
会
の
【
見
解
】
「
府
立
園
芸
高
校
・
池
田
北
高
校
の
池
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田
市
へ
の
移
管
は
大
阪
の
高
校
教
育
に
と
っ
て
は
マ
イ
ナ
ス
で
す
」
（
別
紙
参
照
）
を
発
表
す
る
と

と
も
に
、
府
教
委
と
折
衝
を
行
い
、
池
田
市
に
も
問
題
点
・
矛
盾
点
を
指
摘
す
る
な
ど
の
と
り
く
み

を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
こ
の
「
構
想
」
づ
く
り
に
は
、
池
田
市
教
育
委
員
会
は
関
わ
っ
て
お
ら
ず
、
「
政
策

推
進
課
」
が
中
心
と
な
っ
て
す
す
め
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
池
田
市
政
策
推
進
課
は
「
ま

だ
総
合
学
科
と
コ
ー
ス
制
の
整
理
が
で
き
て
い
な
い
」
「
構
想
に
書
い
た
の
は
、
そ
う
な
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
も
の
」
「
す
べ
て
こ
れ
か
ら
大
阪
府
と
相
談
し
て
決
め
て
い
く
」
と
回
答
し
、
「
構
想
」
自

体
が
集
団
的
に
教
育
の
専
門
家
を
入
れ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
が
は
っ
き
り
し
ま
し
た
。
ま

た
、
相
談
先
と
さ
れ
て
い
る
の
は
大
阪
府
教
育
委
員
会
で
は
な
く
、
総
務
部
で
あ
り
、
教
育
関
係
者

が
入
ら
な
い
中
で
、
高
等
学
校
の
移
管
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
が
も
た
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
池
田
市
は
こ
の
「
構
想
」
を
市
民
・
市
会
議
員
に
一
度
も
説
明
す
る
こ
と
な
く
進
め
て
お

り
、「
市
民
不
在
」
の
「
構
想
」
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

４
月
の
大
阪
府
教
育
委
員
会
議
で
は
、
移
管
の
件
が
報
告
さ
れ
、
教
育
委
員
か
ら
「
教
育
条
件
が

低
下
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
「
池
田
市
教
育
委
員
会
が
ど
う
や
っ
て
高
校
を
経
営
し
て

い
く
の
か
心
配
」
「
ま
ち
づ
く
り
が
優
先
な
の
か
、
教
育
が
優
先
な
の
か
」
「
府
全
体
か
ら
生
徒
を
募

集
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
府
立
で
で
き
る
は
ず
。
な
ぜ
、
池
田
市
立
な
の
か
」
「
土
地
を
池
田
市
に
あ

げ
る
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
」
「
府
立
に
す
る
の
と
市
立
に
す
る
の
で
何
が
違
う
の
か
」
な
ど
多
数

の
疑
問
や
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

地
元
で
の
運
動
の
広
が
り

園
芸
高
校
の
同
窓
会
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
共
同
で
署
名
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
４
月

日
に
は
「
池
田
子
ど
も
と
教
育
を
守
る
会
」
主
催
で
「
池
田
市
立
池
田
園
芸
高
校
問
題

22緊
急
学
習
会
」
が
も
た
れ
、
府
高
教
と
大
教
組
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
報
告
を
し
ま
し
た
。
こ
の
学

習
会
に
は

名
ほ
ど
の
市
民
が
か
け
つ
け
、
熱
心
な
討
論
も
行
わ
れ
、
今
後
の
運
動
を
確
認
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す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
府
高
教
は
現
地
の
運
動
を
積
極
的
に
支
援
し
、「
構
想
」

を
断
念
さ
せ
る
と
り
く
み
を
す
す
め
ま
す
。

池田市は園芸･池田北の
市移管「構想」を断念せよ2010年４月28日（水）
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